播州福本藩領の成立と地域社会 (小特集 近世播磨国小藩・福本池田家領の研究) by 今井 修平
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小
特
集
《
近
世
播
磨
国
小
藩
・
福
本
池
田
家
領
の
研
究
》
こ
の
小
特
集
は
福
本
藩
領
研
究
会
の
活
動
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
同
研
究
会
は
２
０
１
０
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
畿
内
近
国
小
藩
領
に
お
け
る
大
庄
屋
機
能
の
研
究―
播
州
福
本
藩
領
鵜
野
金
兵
衛
家
の
活
動
を
中
心
に
ー
」
（
研
究
代
表
者
今
井
修
平　
研
究
課
題
番
号
２
２
５
２
０
６
９
７
）
に
よ
る
研
究
調
査
活
動
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
今
井
修
平
と
、
分
担
研
究
者
の
村
田
路
人
氏
、
東
谷
智
氏
、
志
村
洋
氏
、
鎌
谷
か
お
る
氏
と
研
究
協
力
者
の
郡
山
志
保
氏
、
竹
国
よ
し
み
氏
で
、
す
で
に
数
度
に
わ
た
る
神
河
町
域
の
文
書
調
査
の
ほ
か
、
鳥
取
県
立
博
物
館
、
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
国
文
学
資
料
館
史
料
館
、
高
砂
市
史
編
さ
ん
室
で
史
料
収
集
を
行
い
、
研
究
会
、
研
究
報
告
会
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
各
自
の
専
門
分
野
ご
と
に
研
究
を
深
め
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
そ
の
成
果
の
一
部
を
中
間
報
告
の
意
味
で
、『
神
女
大
史
学
』
に
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
播
州
福
本
藩
領
の
成
立
と
地
域
社
会
今　
　
井　
　
修　
　
平　
は
じ
め
に
本
論
文
は
播
州
福
本
藩
領
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
小
規
模
な
大
名
領
と
い
う
存
在
が
近
世
の
地
域
社
会
の
在
り
方
に
い
か
な
る
意
義
を
有
し
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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近
世
幕
藩
制
社
会
に
お
い
て
播
磨
国
は
五
畿
内
に
隣
接
す
る
畿
内
近
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
複
数
の
大
名
領
、
旗
本
領
、
幕
府
領
か
ら
な
る
非
領
国
地
域
と
し
て
幕
府
の
広
域
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
摂
津
・
河
内
・
和
泉
に
く
ら
べ
る
と
研
究
は
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
畿
内
非
領
国
論
の
な
か
で
播
磨
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
。
近
年
は
自
治
体
史
編
さ
ん
の
進
展
に
よ
り
近
世
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
播
磨
国
と
し
て
の
地
域
的
特
質
が
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
非
領
国
研
究
に
お
い
て
は
幕
府
の
広
域
支
配
の
面
に
加
え
て
封
建
社
会
の
本
質
、
す
な
わ
ち
個
別
領
主
に
よ
る
所
領
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
摂
河
泉
に
比
べ
て
大
名
領
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
播
磨
国
は
非
領
国
研
究
で
見
逃
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
領
主
支
配
の
要
素
を
重
視
し
つ
つ
国
家
的
広
域
的
支
配
に
も
配
慮
し
た
研
究
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
対
象
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
播
州
福
本
藩
池
田
家
領
を
素
材
に
、
小
「
大
名
領
」
と
し
て
地
域
的
に
纏
ま
っ
た
領
主
支
配
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
如
何
な
る
地
域
的
特
質
に
繋
が
っ
た
の
か
考
察
す
る
と
と
も
に
、
播
磨
国
全
体
を
畿
内
非
領
国
研
究
の
な
か
に
組
み
込
む
た
め
の
論
点
を
提
示
し
た
い
。
１　
福
本
藩
の
成
立
と
そ
の
領
域
福
本
藩
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
池
田
政
直
の
入
封
に
よ
っ
て
播
磨
国
神
東
郡
福
本
村
に
陣
屋
を
置
く
一
万
石
の
小
大
名
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
同
六
年
（
一
六
六
六
）
に
政
直
が
病
没
し
、
実
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
そ
の
所
領
は
二
人
の
弟
に
分
知
さ
れ
、
次
弟
の
政
武
が
福
本
藩
の
陣
屋
を
中
心
に
七
千
石
を
相
続
し
、
も
う
一
人
の
弟
、
政
済
が
屋
形
三
千
石
を
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
万
石
の
小
「
大
名
」
で
あ
っ
た
福
本
藩
池
田
家
は
「
旗
本
」
と
な
り
、
厳
密
に
は
「
藩
」
で
は
無
く
な
っ
た
が
、
本
家
と
し
て
福
本
領
七
千
石
を
継
い
だ
政
武
は
参
勤
交
代
を
す
る
「
交
代
寄
合
」
と
し
て
大
名
に
準
ず
る
扱
い
を
う
け
た
。
支
配
領
域
の
村
々
も
変
更
な
く
福
本
藩
領
三
六
カ
村
は
福
本
池
田
家
領
二
五
カ
村
、
屋
形
池
田
家
領
一
〇
カ
村
、
相
給
一
カ
村
に
分
け
ら
れ
た
も
の
の
、
領
域
と
し
て
の
纏
ま
り
は
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
政
武
が
死
去
す
る
と
長
男
政
森
が
六
千
石
を
相
続
し
、
次
男
正
親
が
上
（
１
）
（
２
）
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吉
富
村
な
ど
四
か
村
千
石
を
分
知
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
か
つ
て
の
福
本
藩
領
一
万
石
は
交
代
寄
合
席
旗
本
の
福
本
池
田
家
六
千
石
、
旗
本
の
屋
形
池
田
家
三
千
石
、
旗
本
の
吉
富
池
田
家
一
千
石
に
分
か
れ
て
所
領
支
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幕
末
ま
で
そ
の
状
態
が
続
い
た
。
し
か
し
領
域
と
し
て
の
纏
ま
り
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
期
の
領
域
村
々
を
地
図
で
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。
た
だ
し
地
図
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
瀬
戸
内
に
面
し
た
港
津
機
能
を
持
つ
印
南
郡
曽
根
村
が
福
本
池
田
家
領
と
し
て
存
在
す
る
。
（
３
）
図１
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明
治
維
新
後
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
に
な
っ
て
福
本
池
田
家
は
宗
家
に
当
た
る
鳥
取
藩
池
田
家
よ
り
四
五
〇
〇
石
の
廩
米
の
配
当
を
得
て
一
万
五
〇
〇
余
の
石
高
を
有
す
る
大
名
と
し
て
「
諸
侯
」
の
列
に
加
わ
る
こ
と
を
維
新
政
府
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
再
び
福
本
池
田
家
は
福
本
藩
と
な
り
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
版
籍
奉
還
で
は
藩
主
の
池
田
徳のり
ま
す潤
が
福
本
藩
知
事
に
な
っ
た
。
し
か
し
明
治
三
年
に
な
っ
て
徳
潤
自
身
の
希
望
に
よ
っ
て
福
本
藩
は
鳥
取
藩
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
後
は
旧
福
本
藩
領
が
一
時
的
に
鳥
取
県
の
飛
び
地
と
な
っ
た
。
こ
の
鳥
取
県
飛
び
地
の
範
囲
に
は
屋
形
池
田
家
、
吉
富
池
田
家
領
も
含
ま
れ
て
い
る
。そ
の
後
同
年
一
一
月
二
日
か
ら
姫
路
県
、同
九
日
か
ら
飾
磨
県
と
な
り
明
治
九
年
の
府
県
統
廃
合
に
よ
っ
て
兵
庫
県
の
所
属
と
な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
特
異
な
経
緯
を
へ
て
近
世
の
福
本
藩
領
域
は
、
現
在
の
兵
庫
県
神
崎
郡
神
河
町
の
全
域
と
市
川
町
の
一
部
、
飛
び
地
の
印
南
郡
曽
根
村
は
高
砂
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
飛
び
地
領
の
曽
根
村
を
除
い
た
福
本
池
田
家
領
と
吉
富
池
田
家
領
の
全
域
が
現
在
の
神
河
町
を
構
成
し
、
屋
形
池
田
家
領
が
市
川
町
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
福
本
藩
の
領
域
は
播
磨
国
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
て
お
り
、
福
本
藩
が
成
立
し
た
こ
と
が
如
何
な
る
意
義
を
有
し
て
い
る
の
か
次
節
で
検
討
し
た
い
。
２　
領
有
関
係
の
変
遷
と
福
本
藩
領
兵
農
分
離
と
石
高
制
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
近
世
封
建
制
社
会
の
成
立
は
播
磨
国
に
お
い
て
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
播
磨
一
国
平
定
を
経
て
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
太
閤
検
地
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
は
別
の
観
点
か
ら
播
磨
国
の
近
世
社
会
の
出
発
を
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
合
戦
の
直
後
に
入
部
し
た
池
田
輝
政
に
よ
る
播
磨
一
国
支
配
に
置
く
場
合
が
多
い
。
現
在
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
姫
路
城
の
存
在
感
は
大
き
く
、
そ
の
姫
路
城
を
建
設
し
た
池
田
輝
政
の
時
代
を
播
磨
国
の
近
世
の
出
発
点
に
置
く
と
い
う
認
識
が
一
般
的
に
な
さ
れ
て
も
い
る
。
（
４
）
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池
田
輝
政
は
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
歴
戦
の
織
豊
系
大
名
で
あ
る
が
、後
室
の
督
姫
（
良
正
院
）
が
徳
川
家
康
の
息
女
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
女
婿
と
し
て
家
康
の
信
頼
が
篤
く
、
大
坂
城
に
健
在
の
豊
臣
秀
頼
や
豊
臣
系
大
名
の
多
い
西
国
へ
の
抑
え
と
し
て
、
未
だ
軍
事
的
緊
張
が
続
く
な
か
、
徳
川
幕
府
の
了
解
の
も
と
に
壮
大
な
姫
路
城
を
築
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
段
階
で
は
播
磨
国
は
大
「
大
名
」
に
よ
る
領
国
支
配
の
も
と
で
領
内
一
円
の
均
質
な
支
配
が
行
わ
れ
、
大
名
領
国
と
し
て
近
世
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
非
領
国
地
域
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
池
田
輝
政
時
代
の
領
国
支
配
の
実
態
は
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
姫
路
城
建
築
と
い
う
大
土
木
工
事
の
た
め
領
内
か
ら
の
年
貢
収
奪
や
夫
役
の
徴
発
の
強
化
、
二
割
打
ち
出
し
の
慶
長
検
地
実
施
な
ど
大
ま
か
な
指
摘
は
さ
れ
て
い
る
が
、
領
地
支
配
の
実
態
を
示
す
史
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
社
会
の
状
況
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
播
磨
一
国
の
大
名
領
国
支
配
は
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）、
池
田
輝
政
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
る
。
そ
の
所
領
の
う
ち
宍
粟
・
佐
用
・
赤
穂
の
三
郡
を
除
い
た
四
二
万
石
は
嫡
子
の
池
田
利
隆
が
相
続
し
、
宍
粟
以
下
の
三
郡
一
〇
万
石
は
輝
政
未
亡
人
の
良
正
院
（
督
姫
）
の
化
粧
領
と
し
て
良
正
院
の
実
子
忠
継
の
所
領
に
加
え
ら
れ
、
忠
継
は
備
前
と
併
せ
て
三
八
万
石
を
領
有
す
る
こ
と
で
、
西
播
磨
三
郡
は
岡
山
藩
領
の
一
部
と
な
っ
た
。
池
田
利
隆
は
輝
政
の
嫡
子
で
あ
っ
た
が
母
は
輝
政
の
最
初
の
正
室
糸
子（
中
川
清
秀
の
息
女
）
で
あ
り
、
家
康
と
の
間
に
血
縁
関
係
は
な
か
っ
た
。
母
糸
子
は
事
情
が
あ
っ
て
実
家
に
戻
っ
て
離
別
し
て
お
り
、
輝
政
は
豊
臣
秀
吉
の
仲
介
で
家
康
の
息
女
督
姫
と
再
婚
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
督
姫
も
北
条
氏
直
と
離
別
し
て
お
り
二
人
と
も
再
婚
で
あ
っ
た
。
輝
政
と
督
姫
の
間
に
は
忠
継
、
忠
雄
、
輝
澄
、
政
綱
、
輝
興
と
五
人
の
男
子
が
生
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
徳
川
家
康
の
外
孫
と
し
て
特
別
の
待
遇
を
受
け
た
。
忠
継
は
わ
ず
か
五
歳
で
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
備
前
一
国
二
八
万
石
を
与
え
ら
れ
た
が
、
幼
少
で
あ
る
た
め
実
際
の
仕
置
は
異
母
兄
の
利
隆
が
岡
山
城
に
赴
任
し
て
お
こ
な
っ
た
。
輝
政
の
死
後
、
遺
領
の
大
部
分
を
継
い
だ
嫡
男
利
隆
は
岡
山
城
か
ら
姫
路
城
に
移
り
、
替
っ
て
忠
継
が
母
良
正
院
と
と
も
に
岡
山
城
に
入
っ
た
。
し
た
が
っ
て
播
磨
国
の
う
ち
宍
粟
・
佐
用
・
赤
穂
の
三
郡
は
岡
山
藩
池
田
忠
継
領
と
な
り
、
残
る
一
三
郡
四
二
万
石
は
姫
路
藩
池
田
利
隆
領
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
播
磨
国
は
二
つ
に
分
割
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
池
田
氏
一
族
に
よ
る
領
主
支
配
と
い
う
こ
と
で
は
一
体
性
が
あ
り
大
大
名
領
国
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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こ
の
段
階
で
も
後
に
福
本
藩
領
と
な
る
村
々
は
姫
路
藩
領
に
含
ま
れ
て
お
り
、
領
主
支
配
の
う
え
で
は
変
化
は
な
い
。
ち
な
み
に
池
田
利
隆
の
領
国
支
配
は
基
本
的
に
は
輝
政
時
代
の
方
針
を
継
承
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
が
、
一
〇
年
間
岡
山
城
で
備
前
一
国
二
八
万
石
の
仕
置
を
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
輝
政
の
播
磨
支
配
と
は
若
干
は
異
な
る
備
前
の
統
治
方
式
を
導
入
し
た
可
能
性
は
想
定
で
き
る
。
利
隆
時
代
の
領
内
支
配
に
関
し
て
は
、
姫
路
藩
相
続
当
初
の
慶
長
一
八
年
七
月
十
三
日
、
八
月
四
日
、
八
月
九
日
と
矢
継
ぎ
早
に
領
内
統
治
の
法
令
を
発
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
八
月
四
日
の
「
覚
」
に
あ
る
「
村
に
よ
り
百
姓
つ
か
れ
候
在
所
は
立
毛
見
当
よ
り
少
用
捨
仕
可
申
付
事
」
と
い
う
条
文
は
、
輝
政
時
代
の
姫
路
築
城
で
疲
弊
し
た
村
々
へ
の
配
慮
と
も
思
わ
れ
、
領
内
へ
の
支
配
方
式
が
よ
り
丁
寧
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
分
析
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
利
隆
時
代
に
な
っ
て
、
よ
り
近
世
的
な
支
配
秩
序
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
池
田
利
隆
の
治
世
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
六
月
に
利
隆
が
死
去
し
、
跡
を
継
い
だ
長
男
の
光
政
は
幼
少
と
い
う
理
由
で
同
三
年
三
月
に
鳥
取
に
移
封
さ
れ
因
幡
・
伯
耆
三
二
万
石
を
領
有
す
る
鳥
取
藩
池
田
家
が
成
立
し
た
。
因
み
に
元
和
元
年
に
備
前
国
と
播
磨
の
宍
粟
・
佐
用
・
赤
穂
三
郡
を
領
有
し
て
い
た
池
田
忠
継
が
死
去
し
て
お
り
、
備
前
国
は
弟
の
忠
雄
が
継
ぎ
、
宍
粟
は
輝
澄
、
赤
穂
は
政
綱
、
佐
用
は
輝
興
と
、
良
正
院
の
子
（
家
康
の
孫
）
に
相
続
さ
れ
て
い
た
。
問
題
の
播
磨
国
で
あ
る
が
池
田
光
政
の
鳥
取
移
封
後
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
七
月
に
姫
路
に
入
封
し
た
の
は
譜
代
大
名
の
本
多
忠
政
で
あ
る
。
こ
れ
は
播
磨
国
に
は
じ
め
て
譜
代
大
名
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
所
領
規
模
は
一
五
万
石
で
播
磨
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
多
氏
の
入
封
が
播
磨
国
に
非
領
国
化
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
後
、
播
磨
国
の
分
割
支
配
が
進
行
し
、
ま
た
歴
代
の
姫
路
藩
主
は
譜
代
大
名
か
親
藩
に
か
ぎ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
本
多
氏
の
場
合
は
忠
政
の
嗣
子
忠
刻
に
将
軍
徳
川
秀
忠
の
息
女
千
姫
が
再
嫁
し
た
こ
と
で
一
〇
万
石
の
化
粧
料
が
与
え
ら
れ
、
実
質
的
に
は
播
磨
半
国
二
五
万
石
を
領
有
し
て
い
た
。
残
り
の
地
域
も
忠
政
の
甥
、
小
笠
原
忠
真
が
明
石
藩
一
〇
万
石
、
次
男
正
朝
が
龍
野
藩
五
万
石
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
林
田
藩
一
万
石
を
与
え
ら
れ
た
建
部
政
長
は
池
田
輝
政
の
甥
、
新
宮
藩
一
万
石
は
池
田
重
利
で
あ
り
、
宍
粟
、
佐
用
、
赤
穂
を
そ
れ
ぞ
れ
領
有
し
て
い
る
池
田
三
兄
弟
を
併
せ
て
、
播
磨
は
本
多
氏
一
族
と
池
田
氏
の
一
族
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
（
５
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。こ
の
段
階
で
も
後
に
福
本
藩
領
と
な
る
村
々
は
ま
だ
姫
路
藩
領
に
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
領
主
は
池
田
氏
か
ら
本
多
氏
に
替
わ
っ
て
い
て
、
領
内
統
治
の
方
式
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
別
稿
に
譲
り
た
い
。
そ
の
後
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
本
多
忠
刻
の
死
に
よ
る
遺
領
分
割
や
相
続
に
伴
う
所
領
縮
小
を
経
て
、
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
本
多
正
勝
の
大
和
国
郡
山
藩
へ
の
転
封
に
よ
っ
て
播
磨
か
ら
本
多
氏
一
族
の
所
領
は
無
く
な
り
、
姫
路
藩
に
は
替
っ
て
松
平
（
奥
平
）
忠
明
が
入
封
し
た
。
そ
の
所
領
は
一
八
万
石
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
一
六
万
石
に
減
知
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、正
保
元
年（
一
六
四
四
）
忠
明
の
死
後
は
松
平
忠
弘
が
一
五
万
石
を
相
続
し
次
男
清
道
が
一
万
石
を
相
続
し
て
い
る
。
以
後
、
姫
路
藩
主
は
頻
繁
に
交
代
し
て
い
る
が
、
所
領
高
は
一
五
万
石
で
定
着
し
た
。
姫
路
藩
領
以
外
の
播
磨
国
の
領
有
関
係
も
分
割
、
小
規
模
化
が
す
す
み
、
一
七
世
紀
末
に
は
姫
路
藩
一
五
万
石
が
最
大
で
、
明
石
藩
六
万
石
、
龍
野
藩
五
万
石
、
赤
穂
藩
三
万
五
千
石
（
の
ち
二
万
石
）
の
城
持
ち
大
名
の
ほ
か
は
林
田
、
山
崎
、
小
野
、
三
日
月
、
安
志
、
三
草
、
福
本
の
、
陣
屋
し
か
持
た
な
い
一
～
一
・
五
万
石
の
小
大
名
領
と
幕
府
の
直
轄
領
、
旗
本
領
、
寺
社
領
、
大
名
飛
び
地
領
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
非
領
国
と
な
り
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
以
後
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
が
大
坂
町
奉
行
所
の
行
政
管
轄
下
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
福
本
藩
領
を
構
成
す
る
村
々
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
本
多
氏
の
時
代
ま
で
は
神
東
郡
・
神
西
郡
は
姫
路
藩
領
に
含
ま
れ
て
お
り
、
福
本
領
村
々
が
姫
路
藩
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
寛
永
三
年
か
ら
播
磨
の
非
領
国
化
が
進
行
す
る
段
階
で
も
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
多
可
・
加
東
・
加
西
・
美
嚢
・
加
古
・
印
南
の
諸
郡
が
中
心
で
あ
り
神
東
・
神
西
の
幕
領
は
一
二
〇
〇
石
程
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
村
々
は
福
本
領
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
永
一
六
年
に
松
平
忠
明
が
一
八
万
石
で
姫
路
藩
主
と
な
っ
た
時
も
福
本
領
村
々
は
姫
路
藩
領
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
忠
明
の
死
後
、
忠
弘
に
相
続
さ
れ
た
と
き
一
六
万
石
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
八
木
哲
浩
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
時
期
や
理
由
を
直
接
に
示
す
史
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
福
本
藩
領
と
な
る
村
々
が
姫
路
藩
領
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
鳥
取
藩
池
田
光
仲
の
飛
び
地
領
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
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す
な
わ
ち
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
七
月
、
播
磨
国
宍
粟
郡
・
佐
用
郡
六
万
八
千
石
を
領
有
し
て
い
た
宍
粟
藩
（
池
田
家
）
が
家
中
不
取
り
締
ま
り
（
お
家
騒
動
）
に
よ
っ
て
取
り
潰
さ
れ
、
藩
主
池
田
輝
澄
は
甥
の
池
田
光
仲
に
お
預
け
と
な
っ
た
。
輝
澄
は
鳥
取
藩
領
因
幡
国
鹿
野
に
隠
棲
し
、
堪
忍
料
一
万
石
は
鳥
取
藩
領
因
幡
国
三
郡
の
う
ち
か
ら
一
万
石
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
替
り
に
鳥
取
藩
に
は
播
磨
国
神
東
郡
・
神
西
郡
・
印
南
郡
の
う
ち
一
万
石
が
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
処
置
は
輝
澄
が
池
田
輝
政
と
督
姫
の
四
男
で
徳
川
家
康
の
外
孫
に
あ
た
る
た
め
、
家
と
し
て
の
存
続
を
幕
府
が
配
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。
鳥
取
藩
に
与
え
ら
れ
た
播
磨
国
内
の
飛
び
地
領
一
万
石
は
輝
澄
が
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
鹿
野
で
死
去
し
、
嫡
男
政
直
に
家
督
相
続
が
認
め
ら
れ
て
後
、
幕
府
か
ら
改
め
て
政
直
の
所
領
と
し
て
宛
行
わ
れ
、
福
本
藩
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
福
本
藩
の
成
立
は
寛
文
三
年
で
あ
る
が
、
藩
領
村
々
の
地
域
的
纏
ま
り
の
出
発
点
は
寛
永
一
七
年
の
鳥
取
藩
飛
び
地
領
の
成
立
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
４　
福
本
藩
領
の
独
自
性 ―
む
す
び
に
か
え
て―
福
本
藩
領
村
々
の
領
主
支
配
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
、
慶
長
五
年
か
ら
寛
永
一
六
年
ま
で
は
姫
路
藩
領
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
近
世
初
期
の
在
地
支
配
の
実
態
や
地
域
社
会
の
状
況
に
つ
い
て
は
池
田
武
蔵
守
利
隆
の「
武
州
様
法
令
」な
ど
に
よ
っ
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
福
本
藩
領
村
々
は
そ
の
ほ
か
の
姫
路
藩
領
村
々
と
同
じ
状
況
で
あ
っ
て
地
域
と
し
て
の
独
自
性
は
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
福
本
藩
領
三
六
か
村
が
姫
路
藩
領
と
は
別
の
独
自
性
が
生
じ
る
の
は
寛
永
一
六
年
に
鳥
取
藩
の
飛
び
地
領
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
初
期
の
姫
路
藩
主
が
池
田
輝
政
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
系
譜
を
ひ
く
鳥
取
藩
池
田
家
や
福
本
藩
池
田
家
の
支
配
方
式
を
連
続
的
に
受
け
止
め
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
前
項
で
み
た
よ
う
に
本
多
氏
、
松
平
氏
と
領
主
が
交
代
し
て
お
り
支
配
方
式
は
変
更
さ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
鳥
取
藩
は
播
磨
国
内
の
飛
び
地
領
に
代
官
を
派
遣
し
、
大
庄
屋
三
、四
人
を
見
立
て
て
大
庄
屋
給
を
支
給
す
る
こ
と
、
年
貢
米
（
８
）
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積
み
出
し
港
と
し
て
飛
び
地
領
の
印
南
郡
曽
根
村
と
姫
路
藩
領
の
飾
磨
津
に
蔵
奉
行
を
置
く
こ
と
、
年
貢
収
納
に
際
し
て
用
い
る
升
を
播
州
で
用
い
て
い
た
も
の
か
ら
、
因
幡
・
伯
耆
の
升
に
変
更
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
鳥
取
藩
は
播
磨
国
内
の
飛
び
地
領
に
従
来
の
姫
路
藩
領
と
は
異
な
る
別
の
仕
置
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
も
伊
藤
康
晴
氏
が
す
で
に
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
必
要
な
時
に
は
代
官
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
日
常
的
に
は
常
駐
せ
ず
、
三
～
四
人
の
大
庄
屋
を
任
命
し
て
年
貢
収
納
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
支
配
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
置
き
た
い
。
つ
ま
り
大
部
分
の
幕
府
領
と
同
様
に
武
士
が
在
地
に
は
居
な
い
、
百
姓
だ
け
の
世
界
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
福
本
藩
領
三
六
か
村
が
よ
り
一
層
、
独
自
の
領
域
と
な
る
契
機
は
言
う
ま
で
も
な
く
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
池
田
政
直
に
よ
る
福
本
藩
の
立
藩
で
あ
る
。
以
後
、
福
本
藩
領
（
交
代
寄
合
旗
本
池
田
家
と
そ
の
分
家
旗
本
領
）
三
六
か
村
の
地
域
的
纏
ま
り
が
明
治
四
年
ま
で
続
く
こ
と
は
２
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
内
実
の
一
端
は
本
小
特
集
の
郡
山
論
文
と
鎌
谷
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
今
後
の
研
究
の
進
展
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
予
想
さ
れ
る
論
点
を
二
、三
指
摘
し
て
置
き
た
い
。
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
そ
れ
ま
で
武
士
の
居
な
い
百
姓
だ
け
の
世
界
で
あ
っ
た
こ
の
地
域
に
百
数
十
名
の
武
士
の
居
住
地
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
姫
路
藩
領
時
代
で
も
武
士
は
こ
の
地
域
か
ら
は
る
か
離
れ
た
姫
路
城
下
に
し
か
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
立
藩
に
よ
り
新
殿
村
を
福
本
村
と
改
め
、
そ
こ
に
藩
主
の
居
館
を
構
え
て
陣
屋
と
し
、
そ
の
周
辺
に
家
臣
団
の
武
家
屋
敷
が
建
設
さ
れ
、
街
道
に
沿
っ
て
商
工
業
者
の
町
屋
が
立
ち
並
ぶ
と
い
う
陣
屋
町
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
兵
農
分
離
に
よ
る
武
士
の
城
下
町
集
住
、
武
士
の
在
地
性
喪
失
と
い
う
近
世
封
建
制
の
原
則
は
貫
徹
さ
れ
て
い
る
が
、
三
六
か
村
の
限
ら
れ
た
範
囲
に
領
主
と
家
臣
団
が
常
駐
し
て
い
る
、
と
い
う
状
況
を
想
像
す
る
と
領
主
と
領
民
、
武
士
と
百
姓
の
距
離
は
摂
河
泉
の
非
領
国
に
比
べ
て
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
幕
府
が
個
別
領
主
に
常
に
戒
め
て
い
る
私
的
恣
意
的
支
配
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
堪
忍
料
と
し
て
鳥
取
藩
領
か
ら
一
万
石
相
当
の
年
貢
米
（
五
〇
〇
〇
石
程
か
）
を
支
給
さ
れ
る
の
と
、
独
立
し
た
大
名
と
し
て
一
万
石
を
領
有
す
る
の
で
は
領
主
池
田
家
の
財
政
負
担
の
規
模
が
全
く
異
な
る
、と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
参
勤
交
代
の
経
費
、
（
９
）
-  -
幕
府
に
対
す
る
軍
役
の
た
め
の
家
臣
団
の
召
抱
え
、
領
内
の
秩
序
維
持
や
公
共
土
木
工
事
、
勧
農
な
ど
、
公
権
力
と
し
て
の
機
能
を
保
持
す
る
た
め
の
多
大
の
出
費
が
強
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
財
政
負
担
は
距
離
が
近
い
分
だ
け
余
計
に
領
民
へ
の
直
接
負
担
に
跳
ね
返
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
年
貢
増
徴
に
反
対
す
る
越
訴
を
試
み
た
と
し
て
大
庄
屋
の
上
月
平
左
衛
門
が
惨
殺
さ
れ
た
と
い
う
義
民
伝
承
が
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
伝
承
で
は
な
く
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
は
大
規
模
な
年
貢
減
免
の
騒
動
が
起
き
た
可
能
性
は
高
い
。
大
庄
屋
制
そ
の
も
の
は
姫
路
藩
時
代
に
始
ま
っ
て
お
り
、
鳥
取
藩
飛
び
地
支
配
に
お
い
て
も
大
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
大
庄
屋
の
在
り
方
も
福
本
藩
成
立
後
は
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
逆
に
小
規
模
な
藩
領
で
あ
る
か
ら
こ
そ
き
め
細
や
か
な
民
政
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
藩
の
財
政
運
営
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
大
庄
屋
鵜
野
金
兵
衛
家
の
金
融
活
動
が
対
象
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
小
特
集
の
鎌
谷
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
融
や
商
業
の
面
で
も
小
藩
領
と
し
て
の
独
自
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
だ
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
幕
府
の
広
域
支
配
や
近
隣
の
諸
藩
領
と
の
比
較
も
含
め
て
福
本
藩
領
の
地
域
的
特
質
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
つ
つ
、
播
磨
国
の
近
世
社
会
像
を
描
き
出
し
て
い
き
た
い
。
［
注
］
（
１
）
非
領
国
研
究
の
成
果
は
膨
大
で
あ
る
が
現
状
に
つ
い
て
は
、
岩
城
卓
二
「
畿
内
・
近
国
支
配
構
造
研
究
の
課
題―
非
領
国
論
・
幕
府
領
国
論
・
支
配
国
論
が
提
起
し
た
も
の―
」（『
歴
史
科
学
』
一
七
三
号
、
二
〇
〇
三
年
）
が
的
確
に
整
理
し
て
い
る
。
（
２
）
長
谷
川
義
徹
『
福
本
藩
史
』（
自
費
出
版　
一
九
九
七
年
）、
宮
永
肇
「
播
磨
に
遺
す
輝
政
の
系
譜―
福
本
藩
の
成
立
と
展
開
」（
播
磨
学
研
究
所
編
『
池
田
家
三
代
の
遺
産
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
九
年
）
（
３
）『
兵
庫
県
史
』
第
四
巻
（
一
九
七
九
年
）
付
図
よ
り
部
分
転
載
（
４
）『
姫
路
市
史
』
第
二
巻
（
一
九
九
一
年
）
な
ど
（
0
）
- 4 -
（
５
）
岡
山
大
学
所
蔵
「
岡
山
藩
池
田
家
文
書
」
の
「
武
州
様
法
令
」
（
６
）『
兵
庫
県
史
』
第
四
巻
第
二
章
第
三
節
（
八
木
哲
浩
氏
執
筆
）
（
７
）『
姫
路
市
史
』
第
二
巻
第
二
章
第
一
節
（
八
木
哲
浩
氏
執
筆
）
（
８
）
伊
藤
康
晴
「
播
磨
国
鳥
取
藩
領
及
び
福
本
藩
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（『
鳥
取
地
域
史
研
究
』
一
号
、
一
九
九
二
年
二
月
）
（
９
）（
８
）
に
同
じ
。
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
鳥
取
藩
政
史
料
で
も
確
認
で
き
る
。
（
0
）
高
橋
弘
治
『
新
野　
上
月
氏
の
研
究
』（
自
費
出
版　
一
九
八
七
年
）、『
高
砂
市
史
』
第
二
巻
第
一
章
第
三
節
４
（
中
川
す
が
ね
氏
執
筆
）
（
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
畿
内
近
国
小
藩
領
に
お
け
る
大
庄
屋
機
能
の
研
究―
鵜
野
金
兵
衛
家
の
活
動
を
中
心
に―
」（
研
究
代
表
者
今
井
修
平　
研
究
課
題
番
号
２
２
５
２
０
６
９
７
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
